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環
境
省
は
十
一
月
十
六

日
、
東
京
・
新
橋
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ

ス
ト
ッ
ク
効
果
と
は
整
備

さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
が
機
能
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
中
長
期
的

に
得
ら
れ
る
効
果
。
具
体
的

に
は
経
済
活
動
に
お
け
る
生

産
性
を
向
上
さ
せ
る
効
果
、

生
活
環
境
の
改
善
な
ど
生
活

新
橋
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
で
第
二
回
「
浄
化
槽
普

及
戦
略
検
討
会
」
（
座
長
・

眞
柄
泰
基
北
海
道
大
学
公
共

政
策
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究

員
）
を
開
き
、
単
独
処
理
浄

化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

へ
の
転
換
促
進
に
向
け
て
公

の
質
を
向
上
さ
せ
る
効
果
、

費
負
担
の
引
き
上
げ
を
検
討

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
れ

に
併
せ
て
市
町
村
設
置
型
事

業
と
同
等
の
レ
ベ
ル
で
適
正

な
管
理
体
制
が
確
保
で
き
る

よ
う
議
論
を
深
め
て
い
く
。

当
日
は
中
井
徳
太
郎
同
省

廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策

防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
安

部
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
前
回
は
社
会
構
造
が
変

化
し
て
い
く
中
で
の
浄
化
槽

の
あ
り
方
や
単
独
槽
か
ら
合

併
槽
へ
の
転
換
促
進
、
自
治

体
の
取
り
組
み
の
推
進
策
な

ど
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
こ

全
・
安
心
効
果
な
ど
が
あ

る
。
き
び
し
い
財
政
制
約
下

で
も
経
済
成
長
や
安
全
・
安

心
の
確
保
、
国
民
生
活
の
質

れ
ら
の
課
題
に
対
応
で
き
る

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
を
進

の
向
上
を
持
続
的
に
実
現
す

る
に
は
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
最

大
限
発
揮
す
る
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
計
画
部
会
で
は

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
一
環
と

し
て
有
識
者
に
よ
る
専
門
委

を
設
置
。
ス
ト
ッ
ク
効
果
の

最
大
化
に
向
け
た
具
体
的
戦

略
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て

き
た
。

今
回
の
新
戦
略
に
よ
る
と

「
賢
く
投
資
」
（
投
資
面
の

工
夫
）
で
は
民
間
投
資
の
誘

発
、
複
数
の
事
業
の
一
体
的

実
施
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の

総
動
員
、
既
存
施
設
の
機
能

を
高
め
る
追
加
投
資
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
先
進
的
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
整
備

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
賢
く
使
う
」
（
施
設
運
用

面
の
工
夫
）
で
は
施
設
利
用

効
率
の
向
上
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ

Ｆ
Ｉ
手
法
に
よ
る
施
設
の
高

度
化
・
多
機
能
化
・
高
付
加

価
値
化
の
推
進
、
未
利
用
資

源
の
活
用
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

に
よ
る
施
設
利
用
状
況
の
可

視
化
・
分
析
な
ど
に
力
を
入

れ
る
。

め
た
い
」
と
述
べ
、
活
発
な

意
見
交
換
を
促
し
た
。

平
成
十
三
年
四
月
の
改
正

浄
化
槽
法
施
行
で
生
活
排
水

を
未
処
理
の
ま
ま
放
流
す
る

単
独
槽
の
製
造
が
中
止
さ

れ
、
住
宅
新
設
時
に
お
け
る

合
併
槽
の
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
か
ら
十
五
年
が
経
過

し
た
。
し
か
し
依
然
と
し
て

既
設
の
単
独
槽
は
全
国
で
約

四
百
二
十
三
万
基
に
の
ぼ

り
、
住
宅
除
却
に
伴
う
転
換

だ
け
で
は
二
〇
三
〇
年
時
点

ス
ト
ッ
ク
効
果
の
見
え
る

化
・
見
せ
る
化
で
は
事
後
評

価
を
一
段
と
充
実
さ
せ
、
多

様
な
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
可
能

な
限
り
客
観
的
・
定
量
的
に

把
握
す
る
。
ま
た
行
政
機
関

や
民
間
事
業
者
が
保
有
す
る

情
報
に
加
え
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
積
極
的
に
活
用
。
事
例

集
の
作
成
や
ア
ー
カ
イ
ブ
化

に
よ
っ
て
情
報
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
・
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
地
域
住
民
向
け
・
企

業
向
け
な
ど
相
手
に
応
じ
た

ス
ト
ッ
ク
効
果
の
伝
達
方
法

を
練
り
上
げ
て
い
く
。

ス
ト
ッ
ク
効
果
の
高
い
事

業
の
重
点
化
に
向
け
た
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
の
確
立

で
は
見
え
る
化
で
得
た
工

夫
・
効
果
・
教
訓
を
活
用
す

る
仕
組
み
づ
く
り
に
着
手

し
、
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し

た
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
協
議
会

な
ど
を
設
置
す
る
。
人
材
育

成
策
と
し
て
職
員
の
意
識
を

「
効
果
が
出
る
」
か
ら
「
効

果
を
出
す
」
へ
転
換
さ
せ
る

た
め
、
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
実
施
や
工
夫
の
優
良
事

例
の
認
定
、
表
彰
制
度
の
創

設
な
ど
を
行
う
。

で
約
六
割
が
残
存
す
る
見
通

し
だ
。
単
独
槽
利
用
者
は
高

額
な
費
用
が
か
か
る
合
併
槽

へ
の
転
換
に
消
極
的
で
あ

り
、
市
町
村
設
置
型
事
業
に

よ
る
公
費
負
担
が
あ
っ
て
も

足
踏
み
す
る
家
庭
が
少
な
く

な
い
。

こ
の
た
め
同
検
討
会
で
は

公
費
負
担
の
引
き
上
げ
に
加

え
、
市
町
村
に
よ
る
代
行
管

理
な
ど
個
人
ま
か
せ
に
な
ら

な
い
適
正
な
管
理
策
を
検
討

す
る
方
針
だ
。
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中井部長

社
会
資
本
整
備
審
議
会
・
交
通
政
策
審
議
会
交
通
体
系
分
科
会
計
画
部
会
は
十
一
月
十
七
日
、
東
京
・
霞
が
関

の
中
央
合
同
庁
舎
三
号
館
で
第
四
回
専
門
小
委
員
会
（
委
員
長
・
金
本
良
嗣
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
理
事

長
・
政
策
研
究
大
学
院
大
学
特
別
教
授
）
を
開
き
、
イ
ン
フ
ラ
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
最
大
化
戦
略
を
ま
と
め
た
。
効

果
が
出
る
か
ら
効
果
を
出
す
へ
と
発
想
を
転
換
し
、
「
賢
く
投
資
・
賢
く
使
う
」
の
徹
底
や
ス
ト
ッ
ク
効
果
の
見

え
る
化
・
見
せ
る
化
を
通
じ
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
確
立
を
め
ざ
す
。

金本委員長

普及・管理策で意見交換

社整審・交政審小委が提言


